



  In this research note, the scientific approach to understand the human populations or 
races in the nineteenth-century British Isles are examined.  Special focus is cast on the work of 
J. Beddoe, a physician, physical anthropologist, and ethnologist, and those of his contemporar-
ies.  Physical anthropology was flourishing in the middle of the century in Britain as well as 
Europe, and various measures were conducted and instruments were invented.  Beddoe relied 
on the colour of hair and eyes for his investigation, and advocates some relatively high ratio of 
these darknesses in certain areas.  Some discussion concerning the fringe regions such as the 











しい。歴史的史料として第三者によるいくつかの評伝（Gray 1911; A.C.H. 1911; Anonym 1911; 
James 1912）やベドウ自身の数々の著作などが残されている。英国人類学史研究の中では一部分
としてベドウについて述べた部分がある（Stocking 1987; 1971; Stocking <ed.> 1984; Stepan 1982; 



















チャード（James Cowles Prichard, 1786–1848）を中心に研究組織として設立された同民族学協





















1871年にグレート・ブリテンおよびアイルランド人類学研究所（Anthropological Institute of 
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Great Britain and Ireland，以下，英国人類学研究所），1907年には現在の王立グレート・ブリテ

























































　後世において版を重ねたベドウの著書として，『ブリテンの諸人種』（Races of Britain, 1885）
が挙げられる。これは 1868年にウェールズのアイステズヴォッドで懸賞論文「イングランド国




























もことわっているが（Beddoe 1885: chapter XIII），それらを第一試料とすると，第二の試料とし
て軍関連の膨大なデータを使用したことがわかる。直接的には，軍目録で，「軍隊からの脱走兵，
より少ないが海軍からの脱走兵，市民兵の演習からの脱走兵」（Beddoe 1885: 143）に関する詳









色指数」（the Index of Nigrescence）





アンデルス・アドルフ・レツィウス（Anders Adolph Retzius, 1796–1860）の考案（1842年）し
た頭蓋指数（頭示数）の使用が一般的であった。これは頭蓋の横径（最大幅）を縦径（最大長）













炭黒色と区別できないものをも含む （Beddoe 1885: 3–4）。
　ベドウは調査にカードを使用したと語っており，長さ約 3 1/2インチ×幅 1 1/2インチの手の
ひらサイズでウェストコートのポケットに入る便利なものであった。カードは，眼の色 ― 明・
中間・暗 ― により縦に大きく 3分割され，各々に 5種類の髪色 ― 赤・金・茶・濃・黒 ― に
分けられ，さらに男女の性別が上下に設定された。裏面には地域，日付，観察者の氏名，その他
の詳細が記載されたが，表面にも地域名を記入する箇所が残された。18歳以上が成人として分
類された （Beddoe 1885: 4）。

















































































地図 1．ブリテン諸島の黒色指数 Source: J. 









において似ている」としている （Beddoe 1885: 258-259）。
　ベドウによる東部地域とイングランド最南西部における髪と眼の色の分布調査から，後に人類






































4‒1　ベドウの論理 ― 縦糸と横糸 ―
　19世紀の形質人類学の多くの知見として多数の頭蓋や身体の測定がなされたが，ベドウは
「色」を採用することにより指数を構築した。ここではベドウの論理を検証する。


























4‒2　同時代の科学と社会 ― ケルト周縁地域 ―
　ベドウの調査研究から抽出されたケルトというヒト集団については，他の形質人類学者たちと




































類学レヴュー』（Anthropological Review）と『民族学協会雑誌』（Journal of the Ethnological 
Society）の編集統括をした。また，当時の英国ではアイルランドの自治独立運動が深刻化してお
り，19世紀前半の青年アイルランド党（Young Ireland Party）の流れから，1850年代末にアイ
ルランド共和主義同盟（Irish Republican Brotherhood [IRB]）が設立され，独立に向けて運動が
激化しつつあった。それに対処するために，1870年代頃から 20世紀初頭にかけてアイルランド
に自治を付与するというアイルランド自治法案（Irish Home Rule Bill）がグラッドストン











した。ハントは 1868年の『人類学レヴュー』で，「ケルト人種に関するノックス」（“Knox on 














徴を示すのであり ― それらはその特徴を形成するのではない」（Hunt 1868: 184）と述べた。一
方で，「サクソン」は「憲法に基づいた自由を理解する唯一の人種であり，民主主義的な諸制度





（the Caledonian, or Gael），カムリあるいはウェルシュ（the Cymbri, or Welsh），アイリッ










（Thomas Henry Huxley, 1825–1895）は反論を唱えた。1870年の『人類学レヴュー』誌の人類学
ニュース欄では「政治的民族学に関するハクスリー教授」（Professor Huxley on Political 
Ethnology）と題された講演録（「イングランドの人々の祖先と先人たち」（The Forefathers and 
Forerunners of the English People」）が収められている。ハクスリーは「どんな政治的な力点を
も，ケルトとアングロサクソンの人種間の区別に当然結び付けるべきとする観念」と戦おうとし

































































































1） ブリテン諸島（the British Isles）とは，近年の英国（ブリテン）史研究の中で，従来のイング
ランド中心主義による歴史ではなく，他の諸地域も含め研究する意を込めて使用されている用
語である。例えば，『オックスフォード ブリテン諸島の歴史』シリーズ全 11巻 慶應義塾大学









2） フランスでは，1839年にウィリアム・エドワール（William F. Ddwards, 1776–1842）がパリ民
族学協会を設立している（竹沢 2005, 2007）。竹沢はプリチャードとエドワールをとりあげ，
後にタイラーとモーガン（Lewis Henry Morgan, 1818–1881）により始まった近代人類学の前
史として扱っている（竹沢 , 2007）。
3） レツィウスは，頭示数によりヨーロッパを二型（‘dolichocephalic’ type75以下と ‘brachyce-




5） その他，クロマニオン人とアフリカ型人種との類似性の示唆もある（Beddoe 1885: 10）。
6） ジョゼフ・バーナードとデーヴィスとジョン・サーナムは，主にブリテン諸島の頭蓋収集に専
念し，1865年に共同で『クラニア・ブリタニカ（ブリテンの頭蓋） ― ブリテン諸島の先住民
と初期住民の頭蓋の描写と解説』（Crania Britannica ̶ delineations and descriptions of the 





1987: 66; Stepan 1982: 100）。
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